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議題１ 令和３年度上下水道事業の財政状況について 

 

それでは、議題の（１）「令和３年度上下水道事業の財政状況について」ご説

明申し上げます。 

お手元の資料２ １ページ「天理市水道事業の財政状況」をご覧下さい。 

最初に、水道事業についてご説明いたします。資料の左側に令和３年度水道

事業決算について、収益内訳と費用内訳を円グラフと表で示しております。 

 

（１）令和３年度 水道事業収益の「収益内訳」図－１の円グラフと表－1

をご覧ください。 

収益の総額は１８億５７６万４千円で、収入の主なものといたしましては、

給水収益の水道料金収入が１６億７，６９０万３千円で全体の９２．８％を占

めております。また、長期前受金戻入は１億１，６３９万８千円あり、全体の

６.４％を占めております。 

 

（２）令和３年度 水道事業費用の「費用内訳」図－２の円グラフと表－２

をご覧下さい。 

費用総額は１５億４，６４０万７千円で、支出の主なものといたしましては

減価償却費が５億６，２５０万２千円、県営水道の受水費が４億３００万円で、

合わせますと全体の６２．４％を占めております。 

この結果、表－３にございます令和３年度の損益収支は、長期前受金戻入を

含みまして２億５，９３５万７千円の純利益となりました。 

 

続きまして資料の右側の（３）「前年度比較表」をご覧下さい。 

令和３年度と前年度の令和２年度の比較表となっております。前年度との比

較で主な増減要因を説明させていただきます。 

始めに表－４でございます。年間有収水量は、生活用等の使用水量が減少し

たことにより、前年度に比べ７万８，８５３㎥減少いたしまして、７２０万７，



６８２㎥となりました。 

次に供給単価でございます。これは、ご使用の皆様からいただいております

水道料金の 1㎥当たりの平均単価でございます。水道料金体系ではメータの大

きさや使用水量により 1㎥当たりの単価に違いがございます。令和３年度は、

前年度に比べ１円/㎥上がり２３３円となりました。 

次に給水原価でございますが、これは有収水量１㎥当たりの経費でございま

す。杣之内浄水場の更新工事が終了したことによる減価償却費の増加で前年度

に比べ５円/㎥上がり１９８円となりました。 

続いて下の表－５でございます。水道事業収益のうち、給水収益は年間有収

水量の減少に伴い、前年度に比べ１，４１７万４千円減少の１６億７，６９０

万３千円となりました。そのため、収益合計は、前年度に比べ８１５万１千円

(0.4％)減少の１８億５７６万４千円となりました。 

一方、水道事業費用につきましては、受水費、修繕費及び材料費等が減少し

ましたが、減価償却費等の増加により、前年度に比べ２，５５９万９千円(1.7％)

増加の１５億４，６４０万７千円になりました。 

以上のことから令和３年度の当年度純利益は、前年度と比較しまして３，３

７５万円減少となりました。 

 

今後も水需要は減少傾向にあり、給水収益の減少は長期的に続くと思われま

すが、継続してコスト削減を行い、安定経営を目指してまいります。 

 

２ページ・３ページは、水道事業の損益計算書・貸借対照表をつけておりま

すので、ご清覧下さい。 

 

続きまして、４ページ「天理市下水道事業の財政状況」をご覧下さい。 

下水道事業についてご説明いたします。 

水道事業と同様に、資料の左側に令和３年度下水道事業決算を収益内訳と費

用内訳の円グラフと表で示しております。 

 

（１）の令和３年度 下水道事業収益の「収益内訳」図－３の円グラフと表



－６をご覧ください。 

収益の総額は２６億３，８４２万９千円で、収入の主なものといたしまして、

下水道使用料収入１０億５，７７５万８千円、市からの補助金１１億２，６９

２万３千円でございます。合わせますと全体の８２．８％を占めております。

また、長期前受金戻入が４億１，６５４万５千円で全体の１５.８％を占めてお

ります。 

 

（２）令和３年度 下水道事業費用の「費用内訳」図－４の円グラフと表－

７をご覧ください。 

費用総額は２１億７，６０１万６千円で、支出の主なものといたしましては

減価償却費が１２億３，４９５万２千円、流域下水道維持管理負担金が４億４，

４５２万円で、合わせますと全体の７７．２％を占めております。さらに、支

払利息が２億６，０００万２千円で全体の１１．９％を占めており、約９割が

固定的に必要となる費用でございます。 

この結果、表－８にございます令和３年度の損益収支は、他会計からの補助

金、負担金に依存するものですが、先ほどの長期前受金戻入を含みまして４億

６，２４１万３千円の純利益となりました。 

下水道事業は令和３年度も多額の繰入金を市から受けることにより、経営が

成り立っているのが実情でございます。 

 

下水道事業は平成３０年度も多額の繰入金を市から受けることにより、経営

が成り立っているのが実情でございます。 

 

続きまして資料の右側の（３）「前年度比較表」をご覧下さい。 

水道事業と同様に、令和３年度と前年度の令和２年度の比較表となっており

ます。前年度との比較で主な増減要因を説明させていただきます。 

始めに表－９でございます。年間排水量は、家庭用等の排水量が減少したこ

とにより、前年度に比べ７万７，９５９㎥減少いたしまして７４０万８，０４

３㎥となりました。 

続いて下の表－10 でございます。下水道事業収益のうち、下水道使用料は前



年度に比べ３，０４８万９千円減少の１０億５，７７５万８千円となりました。

そのため、収益合計は、９，９２５万４千円(3.6％)減少の２６億３，８４２万

９千円となりました。 

一方、下水道事業費用につきましては、汚水の処理費用として支払う流域下

水道維持管理負担金、委託料及び支払利息等の減少により、前年度に比べ１億

６４６万９千円 (4.7％)減少の２１億７，６０１万６千円となりました。 

以上のことから令和３年度の当年度純利益は、前年度と比較しまして７２１

万５千円の増加となりました。 

 

次の５ページ・６ページは、下水道事業の損益計算書・貸借対照表をつけて

おりますので、ご清覧下さい。 


